
（ ）

-
達成度 ％

240％

成果目標及び成果実績（アウトカム）欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載

定量的な目標
が設定できな
い理由及び定
性的な成果目

標

事業の妥当性
を検証するた
めの代替的な
達成目標及び

実績

当初見込み

件

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

達成度 ％ - -

定量的な目標が設定できない理由

定量的な成果目標 成果指標 単位

-

目標最終年度

0 -

補正予算

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

関係府省及び官民による推進体制の下、民間企業等による実証実験等を実施し、オープンデータ流通環境の整備に向けた共通APIの開発・国際標準化、データ
の２次利用に関するルールの検討、オープンデータ化のメリット可視化等による普及・展開活動の実施を推進する。
また、本施策の成果により、ＩＴ戦略本部電子行政オープンデータ実務者会議における検討に貢献する。

目標最終年度

0 -

- -

0

24年度 25年度

-

件

代替目標 代替指標 単位 24年度 25年度 26年度

実証実験でオープンデータ
化されたデータを活用して作
成されたアプリケーション数

件

成果実績
目標値

5

目標値

単位

-

24年度 25年度 26年度

26年度

--

-

10

27年度活動見込

目標：平成27年度までに、ⅰ）価値あるデータの連携による創造的新事業・
サービスの創出促進、ⅱ）防災・減災関連情報や各種統計情報等、国民、産
業界にとっての有益な情報の入手容易化、ⅲ）政府の透明性の確保及びそ

れを通じた行政運営の効率化
実績：実証事業の実施や内閣官房等との連携によりⅰ）ⅱ）ⅲ）を推進。

定性的な成果目標と24～26年度の達成状況・実績

- -

26 年度

-

5

-

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

各主体・分野内で閉じた形でのみ利活用されているデータを、社会で効果的に利活用することのできる環境（オープンデータ流通環境）を整備することにより、ⅰ）
価値あるデータの連携による創造的新事業・サービスの創出促進、ⅱ）防災・減災関連情報や各種統計情報等、国民、産業界にとっての有益な情報の入手容易
化、ⅲ）政府の透明性の確保及びそれを通じた行政運営の効率化、を図る。

前年度から繰越し 0 0

事業番号

情報流通連携基盤構築事業 担当部局庁 情報流通行政局 作成責任者

事業開始年度

委託・請負

担当課室 情報流通振興課 課長　今川　拓郎

事業名

会計区分 一般会計 政策・施策名 Ⅴ－２　情報通信技術高度利活用の推進

主要経費

27年度

0

-

0 0 0 -

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
総務省設置法第4条第65号

関係する計画、
通知等

「世界最先端IT 国家創造宣言（平成25年6月14日閣議決定、
平成26年6月24日改定）」、「日本再興戦略（平成25年6月14
日閣議決定）」、「電子行政オープンデータ戦略（平成24年7月
4日ＩＴ戦略本部決定）」

実施方法

0

予算額・
執行額

（単位:百万円）

24年度 25年度 26年度

0

0

278

予備費等

28年度要求

予算
の状
況

当初予算 300

その他の事項経費

システム実装詳細仕様書、運用ガイドライン等の作成数を
活動指標として設定。

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）
5 7 5

実績 件

5 -

平成２６年度

- - 24

活動実績

活動指標

-

事業の目的が右記のとおりの定性的なものとなっており、具体的な
数値化は困難。

翌年度へ繰越し 0

計

288

ＩＴ戦略、地方創生主要政策・施策

平成２７年度行政事業レビューシート 総務省

執行額

300 300 288 0 0

245 279

執行率（％） 93% 82% 97%

オープンデータの活用促進

平成２４年度
事業終了

（予定）年度

定
量
的
な
成
果
目
標
の
設
定
が
困
難
な
場
合

単位当たり
コスト

算出根拠 単位 24年度 25年度 26年度 27年度見込

執行額／システム実装詳細仕様書、運用ガイドライン等
作成数

単位当たり
コスト 百万円/件 56 35 56 -

計算式 百万円/件 278/5 245/7 279/5 -

　 0080

年度-

300

-
- - - -

チェック



27年度当初予算 28年度要求 主な増減理由

-

計 0 0

平
成
2
7
・
2
8
年
度
予
算
内
訳

（
単

位
：
百
万
円

）

費　目

-



関
連

事
業

評価に関する説明

‐

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか ○ 定性的な目標を達成。

オープンデータ流通環境の検討・開発に必要なものに限定
して調達を行っている。

○

0087

平成24年度

-

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的あ
るいは低コストで実施できているか。

○

○

○

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか ○

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

評　価項　　目

-

見込みどおりの実績である。

産官学が連携する「一般社団法人オープン＆ビッグデータ
活用・地方創生推進機構」や、内閣官房の「電子行政オープ
ンデータ実務者会議」と連携し、成果を効果的に活用してい
る。

請負事業における調査項目の精査、複数社からの見積り取
得の徹底等、経費の効率化に努めた。

○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

本事業の成果による利益は広く国民に享受されるものであ
ることから、国民のニーズに応えるものと認められる。

標準技術規格の策定や運用ガイドラインの策定等は民間の
マーケットベースに沿った取組だけでは達成できないもので
ある。また、確立した標準技術規格の国際標準化活動も、
民間だけでは困難であり、国のバックアップが必要。さらに、
本事業は、国の各種法律・運用指針等も含めた幅広い分
析・検討を行うものであり、関係府省との調整も必要である
ことから、地方公共団体だけで進めていくことも困難。

○

○

‐

○

関連する過去のレビューシートの事業番号

　調達に当たっては、一般競争入札など競争性を確保した方法を採用しており、コストの低減に努めている。また、事業の実施に当たっては、「一
般社団法人オープン＆ビッグデータ活用・地方創生推進機構」や「電子行政オープンデータ実務者会議」と連携し、効果的に実施完了した。

終
了
予
定

点
検
・
改
善
結
果

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

行政事業レビュー推進チームの所見

平成26年度をもって事業終了

平成26年度をもって事業終了

平成26年度

-

点検結果

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

オープンデータ流通環境の整備に向けた標準技術規格の
策定や運用ガイドラインの策定等を図るものであり、優先度
の高い事業である

実装した詳細な仕様書等をオープンデータとして一般に公
開することとした上での実装詳細仕様書や運営指針等であ
り、本事業の目的に資するものとして妥当な水準と言える。

-

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役割
分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○

‐

新24-0018平成22年度

平成25年度

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

-

0093

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い事
業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

平成23年度

予
定
通
り
終
了

新24-0016

受益者との負担関係は妥当であるか。

‐

外部有識者の所見

改善の
方向性

事業終了済

-

一般競争入札においては十分な公告期間の確保等を実施
しており、競争性が確保されていると言える。

本事業の成果を利用した新事業・サービスの創出は、当該
新事業・サービスを創出しようとする民間企業等の経費負
担によることとしていることから、負担関係は妥当であると
言える。

国
費
投
入
の
必
要
性

事業所管部局による点検・改善



※平成26年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

【一般競争入札】

総務省

２７９百万円

Ａ．（株）豆蔵

６９百万円

公共施設等情報のオープンデータ化、

利活用促進に係るデータ規格策定等

のための実証実験

【委託】

Ｂ．（公財）九州先端科学技術研究所

３２百万円

実装設計・プログラミング等作業

【一般競争入札】

Ｃ．（株）三菱総合研究所

１２９百万円

オープンデータ流通環境の整
備に向けた共通APIやデータ
の２次利用に関するルールの
検討、オープンデータ化のメ
リットの普及・展開に係る調査
研究

【請負】

Ｄ．（株）公共イノベーション

１５百万円

地域ビジネス継続モデルに係
る調査検討

【請負】

Ｅ．（株）横須賀テレコムリサーチパーク

４２百万円

情報流通連携基盤に関する技術的な調査検討等

【請負】

Ｆ．（株）MONSTER DIVE

２百万円

ウェブサイト構築、会議の動画中継等

作業

【請負】

Ｇ．（株）イーサイド

２百万円

シンポジウム運営等作業

【一般競争入札】

Ｈ．（株）三菱総合研究所

７１百万円

オリンピック・パラリンピック東
京大会やその前後に実施さ
れる国際的なスポーツ大会を
視野に入れた、オープンデー
タシティ構築に必要となる事
項等に係る調査研究

【請負】

Ｉ．（株）横須賀テレコム

リサーチパーク

２９百万円

公共交通分野に関する分析・

評価

【請負】

Ｊ．（有）コスピオ

１百万円

イメージスケッチ作成

【一般競争入札】

Ｋ．（株）野村総合研究所

１０百万円

地域における情報流通連携基
盤等の利活用動向に関する調
査研究

【請負】

Ｌ．あたご速記印刷（株）

０．２百万円

会議における速記



人件費 データ規格、システム構築等

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックごと
に最大の金額が
支出されている者
について記載す

る。費目と使途の
双方で実情が分
かるように記載）

A.（株）豆蔵 E.（株）横須賀テレコムリサーチパーク

金　額
(百万円）

費　目 使　途費　目 使　途

34 人件費

金　額
(百万円）

情報流通連携基盤に関する技術的な調査検
討等

42

外部委託
（公財）九州先端科学技術研究所
実装設計・プログラミング等作業

34

諸経費 イベント開催経費等 1

B.（公財）九州先端科学技術研究所 F.（株）MONSTER DIVE

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費 実装設計・プログラミング等作業 34 人件費 作業員等 1

計 69 計 42

機材費等 撮影機材等 1

C.（株）三菱総合研究所 G. （株）イーサイド

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

外部請負
（株）横須賀テレコムリサーチパーク
情報流通連携基盤に関する技術的な調査検
討等

42 人件費 運営スタッフ等 1

計 34 計 2

外部請負
（株）公共イノベーション
地域ビジネス継続モデルに係る調査検討

15

外部請負
（株）イーサイド
シンポジウム運営等作業

2

人件費 コンサルタント等 40 備品費等 PC・看板等 1

その他 会場費・謝金等 28

計 129 計 2

外部請負
（株）MONSTER DIVE
ウェブサイト構築、会議の動画中継等作業

2

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙２】に記載

旅費 現地調査 2 外部請負
（株）横須賀テレコム リサーチパーク
公共交通分野に関する分析・評価

29

D.（株）公共イノベーション H.（株）三菱総合研究所

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費 調査検討に係るコンサルタント等 40

その他 会場費・謝金等 1

人件費 コンサルタント等 13

外部請負
（有）コスピオ
イメージスケッチ作成

1

計 15 計 71

チェック



支出先上位１０者リスト
A.

B

C

D

E

F

G

H

支出先上位10社リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙３】に記載

1 （株）豆蔵
公共施設等情報のオープンデータ化、利活用促進に係るデータ規格策定等
のための実証実験

69 2 100％

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
（公財）九州先端科学技術研究
所

実装設計・プログラミング等作業 32 - -

1 （株）三菱総合研究所
オープンデータ流通環境の整備に向けた共通APIやデータの２次利用に関す
るルールの検討、オープンデータ化のメリットの普及・展開に係る調査研究

129 1 99.3％

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）公共イノベーション 地域ビジネス継続モデルに係る調査検討 15 - -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
（株）横須賀テレコムリサーチ
パーク

情報流通連携基盤に関する技術的な調査検討等 42 - -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）MONSTER DIVE ウェブサイト構築、会議の動画中継等作業 2 - -

1 （株）イーサイド シンポジウム運営等作業 2 - -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）三菱総合研究所
オリンピック・パラリンピック東京大会やその前後に実施される国際的なス
ポーツ大会を視野に入れた、オープンデータシティ構築に必要となる事項等
に係る調査研究

71 1 95％

チェック



計 0.2 計 0

人件費 速記 0.2

L.あたご速記印刷（株） P.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 10 計 0

謝金 委員謝金 2

人件費 会議運営支援等 8

K.（株）野村総合研究所 O.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 1 計 0

人件費 イメージスケッチ作成 1

J.（有）コスピオ N.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 29 計 0

公共交通分野に関する分析・評価 20

データ利用料 公共交通データ 9

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックごと
に最大の金額が
支出されている者
について記載す
る。費目と使途の
双方で実情が分
かるように記載）

I.（株）横須賀テレコム リサーチパーク M.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費



I

J

K

1 （株）野村総合研究所 地域における情報流通連携基盤等の利活用動向に関する調査研究 10 2 97％

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （有）コスピオ イメージスケッチ作成 1 - -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
（株）横須賀テレコム リサーチ
パーク

公共交通分野に関する分析・評価 29 - -


